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コミュニケーションが生まれる  ビジネスにも活かせる！ フェイスブック・ツイッターの概要

 

 世界中に広がるネットワークを活用し、人と人とのコミュニケーションツールとして注目され、

利用者が増え続けているＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の活用事例と概要

をまとめました。 

 

 

 

フェイスブック・ツイッターの目的は、個人対個人のコミュニケーションにありますが、そ

の情報伝達力の特徴を活かして、企業の販促活動にも活用することができます。また、手軽

に双方向のやり取りができるので企業の思いをより鮮明に発信することが可能です。 

【商店街のイベントをＰＲ】 

仙川商店街（東京都調布市）では、フェイスブックを活用して商店街の情報を提供して、集

客に結びつけています。掲載内容は、商店街の催しやイベントの開催情報のほか、お店のオー

プン情報など様々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅草千束通り商店街（東京都台東区浅草）ではツイッターで、商店経営者がお店のオープン

情報や商品の入荷情報などをつぶやいて、お客さんにＰＲしています。 

 

 

 

 

 

 それぞれフェイスブックやツイッターの特徴を上手に利用してリアルタイムで商店街のＰ

Ｒにつなげています。 
 

Ⅰ 集客に活用！！ フェイスブック・ツイッター 

コミュニケーションが生まれる
ビジネスにも活かせる！

フェイスブック・ツイッターの概要
  特集特集

Ⅰ  集客に活用！！ フェイスブック・ツイッター
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コミュニケーションが生まれる  ビジネスにも活かせる！ フェイスブック・ツイッターの概要

 

 

 

世界中で利用されているインターネット。ユーザーは世界中で 10億人を超え、日本でも

9,462 万人が利用しており、今や私たちの生活に欠くことのできない重要な情報インフラ

となっています。 

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）とは、このインターネット上で社

会的ネットワークを構築するサービス（サイト）のことで、ツイッター（twitter）、フェ

イスブック（facebook）、ミクシイ（mixi）等がこれに該当します。 

ＳＮＳが日本で一躍注目を集める存在となったのは、3月 11 日に発生した東日本大震災

です。震災によりライフラインが被害を受け、被災地を中心

に安否確認や災害情報の提供などにインターネットを活用し

た新しいメディアとも言えるＳＮＳが使われ、災害時におい

てもその影響力の大きさが改めて認識されました。 

 

 

 

 

ＳＮＳの目的は、人と人とのコミュニケーションにあります。ユーザー同士がインター

ネットを介してコミュニティを形成し、新たな人間関係を構築することにあります。 

ＳＮＳには誰でも参加できるものと、既に登録している友人からの紹介がないと参加で

きないものがあります。また、年齢制限を設けているものもあります。参加者は自身のプ

ロフィール、日記、知人・友人関係等を、ネット全体、特定のグループ、コミュニティ等

を選択の上公開できるほか、ＳＮＳ上での知人・友人等の日記、投稿等を閲覧したり、コ

メントしたり、メッセージを送ったりすることができます。 

近年では企業がＳＮＳを活用し、消費者の嗜好や行動などの

マーケティング等、これまでのホームページよりも便利なビジネ

スツールとして利用されるようになりました。特にネットショッ

プでの利用は活発で、商品紹介等の広告・情報発信のほか、顧客

からのコメントの収集など、ファン（顧客）拡大のツールとして

利用されています。 

 

 

 

 

ツイッターもフェイスブックもインターネット上でコミュニケーションを取るＳＮＳです

が、それぞれ違いがあります。 

◆一つ目の違いは、実名か匿名かという点があります。フェイスブックは原則実名による

登録とされていますが、ツイッターは実名でも仮名（ハンドルネーム）でも大丈夫です。 

◆二つ目の違いは、一度に書き込みできる文字数です。ツイッターは 140 字に限られます

が、フェイスブックは 420 字ですので、比較的長文の書き込みが可能です。ただし、双

方とも外部ブログへのリンクや画像、動画の埋め込みはできます。 

◆三つ目の違いは、フォロー（友達登録）です。ツイッターのフォローは自由にできます

が、フェイスブックの友達登録は相手の承認が必要です。 

そのほかにもいろいろ違いがありますので、フェイスブックやツイッターをはじめとする

ＳＮＳを利用する際にはそれぞれの特徴を理解したうえで活用してみてください。 

Ⅱ 「フェイスブック」・「ツイッター」って！？ 

Ⅲ 何ができるの？ 

Ⅳ フェイスブックとツイッターの違い 

Ⅱ  「フェイスブック」・「ツイッター」って！？

Ⅲ  何ができるの？

Ⅳ  フェイスブックとツイッターの違い
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コミュニケーションが生まれる ビジネスにも活かせる！ フェイスブック・ツイッターの概要

 

 

 

フェイスブックは世界中に 8億人のユーザーを持つ世界最大のＳＮＳです。 

フェイスブックがツイッターやミクシイ等の他のＳＮＳと大きく違う点に「実名登録」と

いう、日本ではこれまで馴染みの薄かった登録制度を設けている点が注目されています。 

フェイスブックは、13 歳以上ならだれでも利用できますが、アカウント登録（会員登録）

が必要です。 

アカウント登録の手順は、まず基本情報の入力です。そのためには、フェイスブックのホー

ムページを開きます。ホームページの開き方は、パソコン画面から、グーグルやヤフーなど

の検索エンジンで「フェイスブック（または facebook）」と入力し、検索すればＯＫです。 

下の図のようなアカウント登録と書かれたログイン画面が開けば登録の開始です。画面に

従い、姓、名、メールアドレス、性別、生年月日等の基本情報の入力を済ませれば、アカウ

ント登録（会員登録）は完了です。 

後は、興味や趣味、プロフィール、写真等の追加情報を必要に応じて登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録が済めば、既に登録している友人や知人を検索することができます。検索には様々な

方法があります。メールアドレスを入力してアドレス帳から検索したり、追加情報の名前や

学校名で検索することもできます。 

主な機能としては、「いいね!」ボタンがあります。このボタンはフェイスブックの画面上

に表示され、ユーザーが目にしたコンテンツに対し、「いいね!」と意思表示する機能です。

対象となるコンテンツは写真、動画、リンク、広告など様々で、企業登録者は、企業情報や

製品情報などの情報発信に活用しています。 

 

  

基本情報を入力します。 

Ⅴ はじめよう！フェイスブック（facebook） 

「いいね!」ボタンは、ユー

ザーであるあなたが友達に

推薦するということです。

Ⅴ  はじめよう！フェイスブック（facebook）
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コミュニケーションが生まれる  ビジネスにも活かせる！ フェイスブック・ツイッターの概要

 

 

 

ツイッターは鳥のさえずりという英語からきており、日本では「つぶやき」と訳され、140

字以内の短い投稿(ツイート)を入力して、みんなで共有するサービスです。 

ツイッターは、2006 年 7 月に開始されたサービスで、アメリカでは 2007 年にブログ関連

の賞を受賞したことから一躍注目を集めるようになり、日本でも 2009年ごろからユーザーが

増加しはじめました。 

ツイッターの特徴は利用のしやすさです。ツイッターのアカウント登録（会員登録）に必

要な情報は、「名前」「ユーザー名」「メールアドレス」「パスワード」だけです。 

 

 

 

 

 

 

登録が済むと、ツイート（書き込み）やフォロー（友達登録）、また、キーワードや地域、

年代、性別等の登録情報から友達を検索することもできます。 

ツイートは文字数 140 字に限られますが、ブログのように各記事にタイトルを付ける必要

もなく、気軽に素早く思ったことをそのまま書けることから、他のＳＮＳに比べユーザー同

士がゆるくつながるのが特徴です。 

 

 

 

 

 

中央会では今年度、ＳＮＳを活用した地域商店街活性化促進事業に取り組んでいます。 

これは、「地域に存在する魅力ある商店街及び個店を抽出し、それらを広域的に巡るプラン

を策定することで、域外からの来街者の増加と地域における消費者の回遊性の向上を図り、

にぎわいの創出と商店街及び個店の活性化に繋げる。さらに、農業や水産業、観光業等と連

携することで、地域全体の産業振興と活性化に繋げる」ことを目的に取り組んでいるものです。 

現在、商店街の魅力発見のためのＳＮＳホームページの作成支援やフェイスブック等ＳＮ

Ｓに関するセミナーの開催に取り組んでおり、具体的なＳＮＳの活用策を参加者とともに進

めています。 

フェイスブックページの作成など、ＳＮＳを活用したビジネスに関心のある方はぜひ中央会にご

相談ください。 

Ⅵ はじめよう！ツイッター（twitter） 

Ⅶ ＳＮＳを活用した地域商店街活性化促進事業の概要 

基本情報を入力し

ます。 

Ⅵ  はじめよう！ツイッター（twitter）

Ⅶ  ＳＮＳを活用した地域商店街活性化促進事業の概要
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中央会の動き

 

 

 

平成 23 年 11 月 17 日、愛知県名古屋市「名古屋国際会議場・センチュリーホール」において第 63

回中小企業団体全国大会が開催され、全国の中小企業者、団体関係者ら約 3,000 名が参加した。 

本大会は、社会の主役である中小企業の発展に向けて、「立ち上がろう！中小企業 絆を活かして」

をキャッチフレーズに、自らの決意を明らかにするとともに、国等に対して中小企業振興施策の強化

を訴え、中小企業同士が助け合い、組合等連携組織を通じた中小企業の発展、豊かな社会の実現を図

ることを目的として開催された。 

決議案の採択に先立ち、新澤昌英福島県中央会会長より、津波・地震被害対策、被災中小企業組合

等の復旧・復興支援の拡充と東京電力福島第一原子力発電所事故の早期収束について、伊藤豪愛知県

中央会副会長より、円高・空洞化対策と国内立地企業への支援の強化について、意見発表が行われた。 

議事では議長に、鶴田欣也全国中央会会長、副議長に矢野久也宮崎県中央会副会長・辻 正岐阜県

中央会会長を選出した後、「東日本大震災からの復旧・復興の加速化」並びに「円高・空洞化対策と

国内立地企業への支援の強化」を具体化するための中小企業対策の拡充に関する 11 項目について、

満場の賛同を得て決議案が採択された。 

 また、後藤久幸宮城県中小企業団体中央会会長が、決議事項の早急な実現を求めるとともに、中小

企業・中小企業組合が地域社会の絆を再生し、力を組織に結集し、豊かな社会を実現するよう全力を

尽くすことを誓うとした『大会宣言』を高らかに宣言し、満場の拍手の下、採択された。 

 なお、次期開催地は宮崎県（平成 24 年 10 月 25 日開催）に決定した。 

 

 

第６３回中小企業団体全国大会を愛知県で開催 

 

本県関係の被表彰者・団体は以下のとおり。 

【優 良 組 合】  協業組合ユニカラー 

【組合功労者】  北薗幸二（鹿児島県中古自動車販売商工組合理事長） 

受賞おめでとうございます 

第63回中小企業団体全国大会を愛知県で開催
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中央会の動き

 

 今年度中央会が取り組んでいる異分野連携促進事業。この事業の一環として、県内で行われた３つ

のイベントに中央会が出展し、組織化相談や広報活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 65回全国お茶まつり鹿児島

第 10回かごしま環境フェア

2011かごしま住まいと建築展

１．2011かごしま住まいと建築展 

開催日時：平成 23年 10月 28日～30日 

開催場所：かごしま県民交流センター 

２．第 65回全国お茶まつり鹿児島大会 

開催日時：平成 23年 11月 12日～13日 

開催場所：霧島市国分シビックセンター前広場等 

３．第 10回かごしま環境フェア 

開催日時：平成 23年 11月 19日～20日 

開催場所：かごしま県民交流センター 

各イベントとも中央会ブースでは、パネル展示や配布冊子で組合の活動事例を紹介し、組

織化の相談を受けた。 

イベントに中央会が出展し組合活動をPR 
～異分野連携促進事業～
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中央会の動き

 11月 24日（木）、鹿児島市の「城山観光ホテル」

で商工中金協力会講演会・懇親会が開催された。 

 講演会は、「笑顔が作る素晴らしい人間関係」と

題して、株式会社 ONEスマイル 代表取締役 福田

純子氏を講師に迎えて行われた。 

講師の福田氏は、自著「笑顔があれば」のベスト

セラーを機に笑顔による意識改革を提唱。「笑顔共

和国」を建国し、笑顔を世界中に広める活動を行っ

ており「笑顔共和国大統領」の肩書を持つ。 

講演の中で、「笑顔という行為が、人と人を結ぶ

絆になっている。笑顔があれば自分が変わる、笑顔

があれば相手が変わる、笑顔があれば運命が変わる」

という自身の経験から得た「笑顔」が持つ力を強調。「厳しい時代だからこそ、笑顔を心がければ、

自分の気持ちが変わり、周りの人も笑顔にすることができる。」と参加者へ唱えた。 

 講習会終了後は、懇親会が開催され、盛会のうちに終了した。 

 

 11 月９日(水)、鹿児島市の「ホテルレクストン鹿

児島」にて、「小企業者組織化特別講習会」を開催し

た。 

東日本大震災をはじめ大規模地震や自然災害、シ

ステム障害や感染症など、企業活動に影響を及ぼす

リスクが近年多発している中、中小企業における危

機管理能力及び事業継続能力の重要性が増している。 
これらに対応するために「想定外では済まされな

い！東日本大震災から学ぶ中小企業の危機管理」を

テーマに、有限会社薗田経営リスク研究所 代表取締

役の薗田恭久氏を講師に迎え、企業におけるリスク

分析とＢＣＰ策定の重要性、ＢＣＰのモデルを用いた策定のポイント等について講演をいただいた。 
講演の中で薗田氏は、「中小企業におけるＢＣＰの策定率は、10.6％と報じられているが、実際は

１～３％程度しか普及していないのが実情である。」とＢＣＰ策定率の低さを指摘。その要因として

「①目先の業務が多忙である。②社内で作成しようという話にならない。③作り出しても最後までや

りきれない」等の理由を挙げ、「ＢＣＰの策定のポイントは、まず、企業におけるリスクを整理し、

分析を行うことが必要である」と述べ、「ＢＣＰの要請度は今後高まってくる。取引先との契約維持

や新たな顧客開拓のための差別化ツールとなるため、普及率が低い今、早期に取り組んでほしい」と

参加者へ説いた。 

笑顔が作る素晴らしい人間関係
～商工中金協力会講演会・懇親会～ 

中小企業の危機管理を学ぶ
～小企業者組織化特別講習会～ 
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中央会の動き
中小企業かごしま／2011.12

 

鹿児島県中小企業団体中央会青年部会と女性部

会は１２月６日（火）、鹿児島市の「ホテルウェル

ビューかごしま」にて合同講習会を開催した。 

 講師には、鹿屋体育大学教授 児玉光雄氏を迎え、

「イチロー思考で成功をつかむ方法～限界をつく

らない考え方～」をテーマに組織におけるリーダー

のあり方や自己啓発について学んだ。 

 児玉氏は、イチローやタイガー・ウッズなどのス

ーパーアスリートの分析や研究をする数少ない「ス

ポーツ天才学」の研究者で、過去２０年以上にわた

り、臨床スポーツ心理学者として、プロスポーツ選手のメンタルカウンセラーを務めている。スポーツ

界各分野のチャンピオンや、ビジネス界の成功者をさまざまな角度から分析し、現在は、「ホンマでっ

か！？TV」に準レギュラーとして出演される等、話題の人物でもある。 

 講演の中で児玉氏は、「イチローは才能に恵まれた天才ではない。イチローを成功へと導いているの

はイチローの『努力』と『才能』があってこそである」と解説。その上で、成功をつかむための「持続

力」「没頭力」「執着力」「直観力」「想像力」の５つの「力」や、地道に努力を続けている人がある日突

然成功する「量質転化の法則」など成功をつかむための独自の理論を展開し、参加者へエールを送った。 

イチロー思考で成功をつかむ方法
～中央会青年部・女性部合同講習会～



10



11

共同経営者の加入イメージ

事業主 共同経営者

加入できない

（平成22年12月末まで）

事業主 共同経営者

2名まで加入できる

（平成23年1月から）

平成23年1月1日より
受付開始！

『事業主の「 共同経営者」
も加入の対象となり ます』

共済加入対象者が、個人事業主
の配偶者や後継者など
「共同経営者」まで拡大されます
(1事業主につき２人まで)

※詳しくは下記連絡先まで

鹿児島県中小企業団体中央会
〒892-0821　鹿児島市名山町9番1号
TEL 099-222-9258   FAX 099-225-2904
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企業トップインタビュー

 

「ＩＴ」という言葉が一般化して久しい。日本語では情報技術と訳され、コンピュータやデータ通信に関す

る技術を総称的に表す言葉である。 

本号では、建設業界をＩＴで支援する、株式会社インターウェーブ代表取締役社長の倉橋利一さんに、会社

の沿革や事業についてお話を伺った。 

● 会社の沿革 

インターウェーブは私と故遠矢正文氏の二人で始めた会社です。遠矢氏はインターウェーブを起業する前に

勤めていたＯＡ機器販売会社の先輩で、私の仲人も務めていただく等、公私共にお付き合いをさせていただい

ていました。会社では上司と部下という関係でしたが、「自分たちでやってみたい。自分たちの力を試してみた

い。」といつしか二人で独立について考えるようになっていました。そして、１９９７年、遠矢氏が３６歳、私

が２９歳の時、お客様の勧めもあり、二人の共同経営で創業しました。それがインターウェーブの始まりです。 

創業当時は、遠矢氏が社長で私が専務という立場でしたが、社員もまだ数名しかおらず、ＯＡ機器販売と複

写や青焼、フィルムの現像といったプリントサービスが主な事業でした。 

しかし、当時はバブル経済が崩壊した後で、市場は縮小し、創業に対する意気込みとは裏腹に厳しい事業展

開を強いられました。 

● 危機と変革 

創業から今日までには幾多の危機がありました。 

その一つに遠矢氏の死があります。創業時から社長として厳しい経営環境を乗り越えてきましたが、その一

方で病床に伏すことが多くなり、平成１２年、私が社長を引き継ぐこととなりました。（遠矢氏は平成１６年に

逝去。） 

私は社長として、会社の舵取りと２０名近くまで増えていた社員の生活を預かることになり、まず取り組ん

だことは、収益体質を変えることでした。 

当時、収益の大部分を占めていたフィルム現像等のプリ

ントサービスはデジタルカメラ出現で大きな影響を受ける

ようになっていました。 

ちょうどその頃、国家戦略として「e-japan構想」が発表

され、ＩＴ業界に大きな変革期が訪れました。 

弊社の顧客である、建設業、建築業、測量設計コンサル

株式会社インターウェーブ

　代表取締役社長　倉 橋 利 一 　氏

建設業界をＩＴで支援

 

企業トップ
　　インタビュー
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タント業、地質調査業等においては、CALS/EC（公共事業支援統合情報システムと略され、一般に電子納品・電

子入札等を指す。）の普及が推進され、鹿児島県でも「電子納品、電子入札」の実証実験が始まりました。弊社

はこれを機に、CADによる図面サービス事業を開始したのです。 

● ビジネスチャンス 

CALS/ECの普及は、弊社にとって大きなビジネスチャンスの

到来でした。 

顧客である建設業者から次々とCADを使った図面化サービ

スの受注に成功し、現在では収益の一角を担うまでに成長し

ています。また、電子納品のすべてを代行するサービスもご

利用いただいております。 

その他、施工計画・施工管理・工程管理・品質管理・安全

対策など、顧客の総合力アップに関する様々な要請に弊社が

ワンストップで応える総合評価ソリューションサービスを提

供しています。 

● 今後の事業展開 

今後の事業展開の主力と考えているのは、リモート派遣サービスです。 

通常の派遣サービスは、作業員の拘束時間、移動時間等により料金が割高になりがちで、特に鹿児島県は離

島を含め移動時間がかかる場所が多く、リモート

派遣サービスの利用を勧めています。 

これは、当社オペレーターがリモートツールを

使用し、お客様のパソコン画面を見て作業を行う

サービスです。 

弊社オペレーターも在宅勤務が可能となります

ので、子育てなどで家を空けることのできない女

性等の雇用確保につながることが期待され、鹿児島の新たな雇用創出の一助になればと願っています。 

● ＣＡＬＳ支援事業協同組合理事長として 

ＣＡＬＳ支援事業協同組合の設立は、中央会主催の異業種交流会を通じて集まったＩＴ関連のメンバーが、

建設業界へ自分たちの取り組みや活動をアピールしていこうというところから始まりました。いわばライバル

同士が手を組んだ形になります。 

組合活動は、公共工事発注者及び受注者向けの CALS/EC 普及に向けた支援事業等です。CALS/EC の普及は一

朝一夕には進みません。本格的な普及にはまだ時間がかかるでしょう。だからこそ組合としての活動が必要な

のです。 

CALS/ECが受発注者双方に普及することが、組合員の利益確保につながると信じて、今後も組合として普及・

啓発活動に取り組んでいきたいと考えています。 

■株式会社インターウェーブ 

 1997年創業。鹿児島本社のほか、薩摩川内支店、福岡支店、東京オフィス、大阪オフィスを開設。「ＯＡ事業」「CALS/EC

事業」「複写事業」の３部門を柱に事業を展開している。CALS/EC に関する教育研修・コンサルティング・アウトソ

ーシングでは受注実績を積み重ね、経済産業省主催の「ＩＴ経営百選」においてＩＴをうまく活用している企業とし

て認められ「ＩＴ活用賞」を受賞している。 
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理 事 長  安  忠 雄  役 職 員 一 同

T E L  0997-52-7111 〒894-0025  奄美市名瀬幸町６番５号 FAX 0997-53-5211 

“おかげさまで創立55周年”

業界情報（平成 23 年 10月情報連絡員報告） 
製 造 業 

味噌醤油製造業 
まだまだ全体的な動きは鈍いものの一部業務筋を中心
に新幹線全線開業効果による県外旅行客による新たな
需要増が見られるようになって来た。年末さらには新た
な年への足がかりとなれば好ましい。 

酒類製造業 

（平成 23 年 9月分データ。単位 kℓ・%）

区 分 H22.9 H23.9 前年同月比

製成数量 23,135.6 17,820.2 77.0

移出 

数量 

県内課税 3,835.4 3,496.1 91.2

県外課税 5,419.0 5,627.3 103.8

県外未納税 3,784.1 3,390.5 89.6

在庫数量 241,974.7 224,647.9 92.9

漬物製造業 
忙しかったが、単価が安いものが多く、前年同月と変わ
らず。 

蒲鉾製造業 
運動会、旅行シーズンに九州新幹線全線開業効果も加わ
り旅行客が伸びている。このため、特に土産の売上が伸
びた。前年が悪すぎたのもあるが、同月比６％の伸びで
あった。原材料のすり身は８％安くなり、高級品は品薄
で、中級以下はダブついている。 

鰹節製造業 
船の入港が激減しており、鰹の原料不足から生値が高騰
（１kg/180 円前後）しており、いまだかつてない状況
である。この状態が長期間になることを懸念している。 

菓子製造業 
大手以外は厳しい状況が続いている。 

大島紬織物製造業 
11 月 3 日、おはら祭り 60周年記念大島紬ファッション
ショーをアミュ広場で開催予定。11 月 7 日～13 日、仙
巌園と天文館の屋根裏ギャラリーで観光客や地元市民
などを対象に大島紬試着体験や大島紬展示会を開催予
定。11 月 27日、全国人権・同和教育研究大会で大島紬
展示会を開催予定。県が新しい広報テレビＣМを制作、
関東、関西、中国地区で 11 月 1 日から放映。鹿児島出
身で人気アイドルグループＡＫＢ４８のメンバーの柏
木由紀さんが白大島紬を着用。 

本場大島紬織物製造業 
平成 23 年 10 月の検査反数は 616反で、前年対比プラス
33反の 105.7％であった。 

 

木材・木製品製造業 
素材丸太の単価が若干上がった。一方、製材製品は入荷
減で在庫を大きく減らした。地元の大工、工務店の仕事
は確実に減っており、物不足と実需低迷の現状から手当
がしにくく、先行きはさらに読みづらくなっている。 

木材・木製品製造業 
本県の住宅着工戸数は、概ね前年度を上回る着工戸数で
あるが、依然として消費マインドは慎重である。現在、
国会で第３次補正案が議論されている。林業や木材産業
関連では、林野庁が「森林整備加速化・林業再生基金」
の３年間延長を、国土交通省が「フラット３５Ｓ、住宅
エコポイント制度」の制度復活を目指している。今後の
第３次補正、本県の動向に注目が必要である。 

生コンクリート製造業 
出荷量は対前年比 94.4％の 142,270 ㎥で、特に減少し
た地域は、鹿児島、指宿、川薩、垂水桜島、南隅、種子
島、屋久島で、特に増加した地域は、串木野、出水、姶
良伊佐、奄美大島、甑島、沖永良部、喜界島であった。
官公需は対前年比 95.7％の 81,661 ㎥で、民需は対前年
比 92.7％の 60,609㎥であった。県全体では官公需、民
需ともに対前年度を下回る結果であった。年度の累計で
は地域毎の格差がみられる。 

コンクリート製品製造業 
10 月度の出荷トン数は 10,428 トンで前年度同月比
117.6％であった。出荷量は鹿児島、姶良、大隅、熊毛
地区が増加しており、他地区は同等もしくは減少となっ
た。10 月度の受注については、前年度同月に対して若
干ではあるが、増加となった。 

機械金属工業 
特段の変化は見られない。 

仏壇製造業 
海外輸入仏壇内訳（主たる輸入国は、中国、ベトナム、
タイ等）、平成 23 年 7 月 24,223 本、8 月 28,829 本、9
月 26,887本。2011 年累計 212,323本。11月 1日～2日、
京都において産地内見会を開催予定。 

印刷業 
印刷業にとって欠かせない材料である、紙の価格の値上
げが全国的に問題となっている。ある県では、卸商の一
斉値上げに対して、告発するという騒ぎになっている。
印刷関連業界全体の問題として、双方の解決が急がれる。 

奄美信用組合 
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非 製 造 業 
 

卸売業 
住宅、自動車関連企業は前年比増収増益。衣料関連は仕
入価格上昇するも、販売価格の転嫁が遅れ採算低下。全
体として物流の「量」が伸びない状況で、景況感は引き
続き悪化の状況。焼酎製造会社が造るノンアルコール焼
酎が、ＮＨＫの全国放送で採り上げられ話題を呼んでい
る。宇宿地区の交通渋滞から、卸団地の迅速な物流機能
が低下しつつある。 

卸売業 
魚類市場の仲卸業者が経営困難の為、１件廃業となった。 

中古自動車販売業 
新車の供給が回復に向かい徐々に玉不足も解消に向か
っていたが、バンコクの大洪水により新車メーカーが打
撃を受けており、供給の遅れ、玉不足が懸念される厳し
い状況が続きそうである。 

青果小売業 
前月比 100.9％、前年同月比 100.3％ 

農業機械小売業 
平成 23 年度の米の作況指数は 101 の見込みである。植
付の春の時期、震災による部品等の供給が遅れはしたも
のの、秋の収穫時において台風の被害もなく順調であっ
た為、大型機械の買換えもあり売上は昨年を上回ってい
る。畜産関係が価格の低迷を抜け出せずにいるが、何と
か一因である消費の拡大を望む。 

石油販売業 
ギリシャ問題等世界経済の不透明感から原油価格も一
進一退の動きで推移した。ガソリン需要は長雨や降灰の
影響等で不振が鮮明になりつつある。11 月は灯油需要
に期待しているものの気候頼みである。 

鮮魚小売業 
原発事故を受け、産地に対する消費者の関心が強まって
いると判断した水産庁は漁獲水域などの原産地名をき
め細かく表示するよう通達した。 

商店街（霧島市） 
小売店の 10 月の消費者購買動向は相変わらず厳しい状
況にある。国分の中心市街地の６通り会、こくぶ通り会
連合会では、街中に賑わいを起こそうと県の補助事業を
利用して「元気が出るまちなかバーベキュー大会」を鹿
児島銀行国分支店裏の駐車場で開催した。前売り制のチ
ケット 400 名分は５日足らずで完売するほどの人気で、
当日は小雨にもかかわらず大勢のお客様で賑わった。来
場したお客様から、「定期的にこのような催しを街中で
してほしい」と数多くの声が寄せられた。 

商店街（薩摩川内市） 
祭りも開催されたが、売上は伸びなかった。 

商店街（鹿児島市） 
飲食店が新たに２店舗オープンした。現在空き店舗にな
っている１店舗も飲食業と契約。九州新幹線全線開業の
影響か飲食業の進出が目立つ。 

商店街（鹿屋市） 
先月は居酒屋が開店した。今月６日は秋祭り歩行者天国
が開催される。また、２４日は「冬華火」クリスマスイ
ルミネーション点灯式があり、リナシティでパーティを
開催する。 

 

 

 

 

サービス業（旅館業/県内） 
九州新幹線開業の効果で、今月も引き続き前年同月比を
超えて好調が持続している施設が多い。特に指宿地区、
鹿児島市周辺等が好調のようだが、その他の地域は苦戦
しているところも多く、その対策が今後の課題である。 

旅行業 
秋の観光、小・中学校の修学旅行シーズンに入り、バス
を持っている会員はフル稼働である。新幹線全線開通の
影響で、全国的な大会と九州内の小さな大会が増加し宿
泊客もアップしている。依然、新幹線利用の福岡・広島
方面の旅行申し込みが多い。10 月の集客状況は前年
比：99.95％であった。 

建築設計業 
県は来年度の当初予算要求基準を公表したが、公共事
業・県単公共事業ともに一般財源ベースで今年度当初比
マイナス５％とするなど、非常に厳しい要求基準となっ
ている。これは、現時点で５４億円の財源不足が見込ま
れることや地方交付税の安定的な運営が不透明なこと
などから、厳しく設定したものであり、来年度も厳しい
状況が想定される。組合員については仕事を豊富に抱え
ている事務所と下請けに回らざるを得ない事務所に二
極化されているのが実状である。 

自動車分解整備・車体整備業 
前年、補助金等で新車が売れた影響かもしれないが、仕
事量の少ない工場が多く見受けられる。 

電気工事業 
太陽光設備関連は好況であるが、住宅や工場の設備投資
は低調である。 

内装工事業 
10 月のラベル売上数は、カーテンラベル対前年同月比
99.6％で減少、壁装ラベル対前年同月比 228.7％で大幅
に増加、じゅうたん等ラベルも対前年同月比 162.3％で
大幅に増加した。全体的にラベル自体は増加しているが、
各社の受注競争も激化しており利幅はますます減少し
ている。厳しい状態はまだまだ続きそうである。 

建設業（鹿児島市） 
公共事業の減少により、労働力の確保及び資金繰りが依
然として厳しい状況にある。 

建設業（曽於市） 
会員の受注高は、公共・民間工事ともに減少しており、
経営環境は厳しい状況が続いている。 

貨物自動車運送業 
平成 23 年度過積載絶滅運動実施で貨物運送業は、貨物
自動車の過積載の絶滅、輸送の安全・法令を遵守し交通
事故を防止する運動の周知徹底を図った。 

運輸業（個人タクシー） 
例年は 10 月に入ると売上は上がっていたが、今年は減
少している。今の状態が続けば廃業者が増えるのではな
いかと心配である。 

倉庫業 
米穀、麦類ともに輸入量が減少している。加工用、飼料
用も保管量が減少傾向である。 
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（負債額 1,000 万円以上・法的整理のみ） 

㈱帝国データバンク 鹿児島支店 

 

件数６件 負債総額 6億 2,200 万円 

件数、前年同月比３件増 負債総額、前年同月比 70.2％減 
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鹿児島県の倒産推移（平成22年11月～平成23年11月）

負債額

倒産件数

22年22年22年 23年
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 2011 年 11 月の鹿児島県内の企業倒産（負債額 1000 万円以上・法的整理）は、件数で 6 件（前月比

50％増加、2件増加、前年同月比 100.0％増加、3件増加）、負債総額は 6億 2200 万円（前月比 2.7％減

少、1700 万円減少、前年同月比 70.2％減、14 億 6400 万円減少）となった。 

 

������ 

11 月度としての倒産件数は、前月比 2 件増であった。ただし、内訳を見ると 11 月以前に事業停止状

態にあり、同月法的整理に至ったもの 2 件を含む。2011 年に入ってからの動きを見ると、7 月の 12 件

をピークに以降、件数としては落ち着いた形にはなっているが、10 月以降再度増加に転じつつある様子

も窺える。2008 年～2010 年の動向を見ても、12 月の倒産件数は何れも 11 月の件数を上回っている。事

実水面下で事業整理の方向にある企業も複数散見され、年末にかけて沈静化よりも寧ろ増加に転じる可

能性が高い。業種で見ると特段の偏りはないが、自己破産を申請したＳ(株)は機械器具設置工事業なが
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らも、倒産理由である売上不振の背景には、これまで当社が主体としていた焼酎メーカーのプラント設

置工事が大きく減少したことなども遠因にあり、単に工事業界の受注量減少のみが危惧されるものでは

ない。 

 

 

 11 月発表の内閣府月例報告によると、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるなかで、

緩やかに持ち直している 10 月の判断を据え置いた形となっている。下振れリスクとしては為替レート・

株価の変動、タイの洪水の影響が揚げられている。 

 鹿児島県内の景況としては、観光関連は鹿児島地区、指宿地区のほか霧島地区においても大河ドラマ

「篤姫」放映時を上回る入り込み客が続いており、小売店の売上げが伸び悩む中にあっては土産物品の

需要喚起に一役買っている。畜産関連については肉用牛の枝肉相場については盛り上がりに欠けるもの

の、農家の生産意欲向上もあってか、素牛価格は回復しつつある。 

 建設関連は公共工事・民間工事ともに低調な推移が続いており、好調な観光関連に追随するような業

種は見あたらない。 

 タイで発生した洪水は、現地の邦人自動車メーカーなどへの直接的な影響はもとより、鹿児島県内の

下請企業への影響も今後危惧される。  

倒産件数としては 7月をピークに表面上一旦は減少に転じた感もあったが、過去には秋口以降年末年始

にかけて増加に転じたケースも散見される。既に事実上営業停止状態にあり、法的整理の準備を進めて

いる企業も決して少なくないことから、年末にかけての動向に注意を払う必要もあろう。 

 

 平成 23 年 11 月企業倒産状況（法的整理のみ） 

企業名 所在地 業 種 
負債総額 

(百万円) 

資本金 

(千円) 
態 様 

Ｓ(株) 日置市 機械器具設置工事 70 12,000 破産 

(株)Ａ 鹿児島市 産業廃棄物処理 80 5,000 破産 

(有)Ｋ 鹿児島市 あん摩はり等施術所 100 3,000 破産 

(株)Ｋ 鹿児島市 マッサージ用品卸 12 3,000 破産 

(有)Ｋ 大島郡宇検村 建設機械器具賃貸業 260 5,000 破産 

М(株) 阿久根市 土木工事 100 10,000 破産 

6 件 6 億 2,200 万円

 

サンロイヤルホテル 
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中央会関連主要行事予定 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年 1 月 

5日(木) 

10：00 

中央会年始会 
鹿児島市「鹿児島サンロイヤルホテル」 

17日(火) 

14：00 

新春経済講演会 
鹿児島市「鹿児島サンロイヤルホテル」 

25日(水) 

13：30 

組合自治監査講習会 
鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」 
テーマ「監事の役割と監査の方法」 
講 師 有限責任監査法人トーマツ 
     公認会計士 堀下聖仁氏 

平成 24 年 2 月 

2日(木) 

15：00 

組合事務局代表者講習会 
 鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」 
 テーマ「税務調査ここさえ押さえれば 

怖いものなし」 
 講 師 山崎税務会計事務所 
      税理士 山崎 健氏 

7日(火) 

14：00 

「ネットを使って広げるビジネス 
～簡単・無料で始めるネット広告・ネット販売～ 」

 鹿児島市「県民交流センター」 
 講 師 有限会社ビジネスプランニング 
      代表取締役 勝瀬典雄氏 

17日(金) 

10：00 

組合決算講習会 
鹿児島市「アーバンポートホテル鹿児島」 

日 時 平成 24年１月 17日(火) 14時～16時  

場 所 鹿児島サンロイヤルホテル 

テーマ 甦れ！日本経済 

輝け！中小企業 

講 師 経済アナリスト 

 田嶋 智太郎氏  

新春経済講演会のご案内 
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●コミュニケーションが生まれる  ビジネスにも活かせる！
　フェイスブック・ツイッターの概要


	中小企業12月号.pdf



